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円盤銀河には、ディスクの外側でディスクに垂直方向にゆがんだ warpと呼ばれる構造があることが古くから
知られていたが、最近の高分解能の観測によって、ようやくその統計について議論できるようになってきた。こ
のwarpは edge-onで見たときに S字型をとっていると思われていたが、Reshtnikov & Combes(1998)は、特に
孤立しているような銀河では、むしろ warpはU字型をしているものの方が多いという結果を示した。S字型の
warpの起源については伴銀河などの潮汐力の影響や、それらが合体する際にディスクの回転軸から傾いた方向
の角運動量を持ち込むことによって作られると理解されており、また Reshtnikov & Combes(1998) も伴銀河を
持つ銀河に S字型の warpが多いという結果を出しているが、U字型の warpについては、これらの考え方は適
用できない。U字型の warpを作る 1つの可能性として、リング銀河を作る際の、ディスクの回転軸上からの伴
銀河の衝突 (Tsuchiya et al. 1998)が考えられるが、これまでの計算では、孤立した銀河に U字型の warpが多
いという結果を説明できない。
そこで、我々はU字型warpの起源としての、ディスクへの伴銀河の衝突をより詳しく調べた。方法としては

N体のみで、銀河ディスク、銀河ハロー、伴銀河の 3成分系をTREE法を用いて解いた。その結果、軽すぎる伴
銀河は衝突によって壊されて、観測にはかからなくなるが、warpを引き起こすことができず、また重すぎる伴銀
河では伴銀河が生き残って、相互作用のある系として観測されてしまう。この結果は、仮にU字型warpが衝突
によってできたとすると、かなり狭いパラメータ範囲しか許されないことそ示唆しており、U字型 warpの起源
については更に研究が必要である。
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